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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 内視鏡とともに用いられる画像処理装置が接続可能な装置本体と、
　光源から出射される照明光量を調整する光量調整手段と、
　上記内視鏡により撮像された画像の明るさに応じて上記画像処理装置にて生成される信
号が入力可能なように、上記装置本体に対して上記画像処理装置が接続されたか否かを検
出する接続検出手段と、
　接続された上記内視鏡の種類を検出する内視鏡検出手段と、
　上記画像処理装置から出力された上記信号に基づいて上記光量調整手段の調整量を制御
するとともに、上記接続検出手段により上記画像処理装置が接続されていないことが検出
された場合には、上記光量調整手段による調整量を、上記内視鏡検出手段により検出され
た上記内視鏡の種類に応じた所定の値に固定するように制御する制御手段と、
　を有することを特徴とする光源装置。
【請求項２】
　上記接続検出手段は、
　接続される上記画像処理装置から供給される電源電圧に基づいて接続されたか否かを検
出することを特徴とする請求項１記載の光源装置。
【請求項３】
　上記光量調整手段は、
　上記照明光量を制御するために、絞り、減光フィルタ、及び光源に供給する電力の制御
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の少なくとも一つを用いることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の光源装置。
【請求項４】
　接続された内視鏡から得られる画像信号に応じて輝度信号を生成する画像処理装置と、
　上記画像処理装置から出力される上記輝度信号に基づいて照明光量を調整するための光
量調整手段を有する光源装置と、
　上記内視鏡から上記画像処理装置へ上記画像信号が入力可能なように、上記内視鏡と上
記画像処理装置とが接続されたか否かを検出する第１の接続検出手段と、
　上記画像処理装置から上記光源装置へ上記輝度信号が入力可能なように、上記画像処理
装置と上記光源装置とが接続されたか否かを検出する第２の接続検出手段と、
　上記内視鏡の種類を検出する内視鏡検出手段と、
　上記第１の接続検出手段により上記内視鏡と上記画像処理装置とが接続されていないこ
とが検出された場合、もしくは上記第２の接続検出手段により上記画像処理装置と上記光
源装置とが接続されていないことが検出された場合において、上記光量調整手段による調
整量を上記内視鏡検出手段により検出された上記内視鏡の種類に応じた所定の値に固定す
るように制御する照明光制御手段と、
　を有することを特徴とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置の接続状態、及び接続された内視鏡の種類に応じて照明光量を
制御する光源装置、及び内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡装置は、例えば体腔内の臓器の観察を行い、必要に応じて処置具を用いて
治療処置を行う医療分野、および、ボイラ、タービン、エンジン、化学プラント等の内部
の傷、腐食等の観察、検査を行う工業分野等において用いられる。
【０００３】
　これら内視鏡装置の中には、撮像した画像の明るさを自動的に調節する自動調光手段を
設けているものがある。これらの自動調光手段は、例えば撮像した画像の輝度に応じて照
明光量を調節する方式、撮像素子としての電荷結合素子の蓄積時間を制御して、明るさを
制御することができる素子シャッタ方式などがある。
【０００４】
　この素子シャッタ方式は、撮像素子の駆動によって画像の明るさを制御することができ
る。そのため、照明光がどのような光量であっても、照明光の光量を制御せずに所望の明
るさの画像を撮像することができる。つまり、素子シャッタ方式においては、例えば照明
光の光量が最大に設定されていても、その照明光は、そのまま内視鏡に入射することにな
る。その結果、照明光が原因の熱が発生して観察対象に熱的な影響を与えてしまうという
問題を有していた。
【０００５】
　そこで、素子シャッタ方式の自動調光手段を有する映像信号処理装置が接続された場合
、内視鏡に入射する照明光の最大光量を制限することができる内視鏡光源装置が提案され
ている（特開２０００－７５２２０号公報参照）。
【特許文献１】特開２０００－７５２２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述の提案の内視鏡光源装置は、映像信号処理装置との接続不良が生じ
た場合、映像信号処理装置からの画像の明るさに関する情報を受信することができず、照
明光の光量が適切に制御できなくなる。その結果、最小もしくは最大の光量が内視鏡に入
射することがあり、その場合、例えば観察画像における照明光の光量不足、ライトガイド
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ファイバ及び観察対象への過剰な照明光が照射されることによる熱的な影響、或いは、観
察画像のハレーションが生じてしまう等の問題を有する。
【０００７】
　そこで本発明は、上述の問題点に鑑みてなされたものであり、画像処理装置との接続不
良が生じたときには、照明光を接続された内視鏡の種類に応じた所定の光量にすることが
できる光源装置、及び内視鏡システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の光源装置は、内視鏡とともに用いられる画像処理装置が接続可能な装置本体と
、光源から出射される照明光量を調整する光量調整手段と、上記内視鏡により撮像された
画像の明るさに応じて上記画像処理装置にて生成される信号が入力可能なように、上記装
置本体に対して上記画像処理装置が接続されたか否かを検出する接続検出手段と、接続さ
れた上記内視鏡の種類を検出する内視鏡検出手段と、上記画像処理装置から出力された上
記信号に基づいて上記光量調整手段の調整量を制御するとともに、上記接続検出手段によ
り上記画像処理装置が接続されていないことが検出された場合には、上記光量調整手段に
よる調整量を、上記内視鏡検出手段により検出された上記内視鏡の種類に応じた所定の値
に固定するように制御する制御手段と、を有することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の内視鏡システムは、接続された内視鏡から得られる画像信号に応じて輝
度信号を生成する画像処理装置と、
　上記画像処理装置から出力される上記輝度信号に基づいて照明光量を調整するための光
量調整手段を有する光源装置と、
　上記内視鏡から上記画像処理装置へ上記画像信号が入力可能なように、上記内視鏡と上
記画像処理装置とが接続されたか否かを検出する第１の接続検出手段と、上記画像処理装
置から上記光源装置へ上記輝度信号が入力可能なように、上記画像処理装置と上記光源装
置とが接続されたか否かを検出する第２の接続検出手段と、上記内視鏡の種類を検出する
内視鏡検出手段と、上記第１の接続検出手段により上記内視鏡と上記画像処理装置とが接
続されていないことが検出された場合、もしくは上記第２の接続検出手段により上記画像
処理装置と上記光源装置とが接続されていないことが検出された場合において、上記光量
調整手段による調整量を上記内視鏡検出手段により検出された上記内視鏡の種類に応じた
所定の値に固定するように制御する照明光制御手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の光源装置は、画像処理装置との接続不良が生じたときには、照明光を接続され
た内視鏡の種類に応じた所定の光量にすることができる光源装置、及び内視鏡システムを
提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下に、本発明における実施の形態の光源装置を含んで構成される内視鏡システムにつ
いて説明する。　
　本実施の形態の光源装置は、手動調光モードと、自動調光モードを有している。手動調
光モードは、操作者が操作手段を用いて照明光量を調節するモードである。一方、自動調
光モードは、画像処理装置が撮像された画像信号から画像の明るさに関する情報を抽出し
、その明るさに関する情報に基づいて、照明光の光量を自動的に調節するモードである。
【００１２】
　本実施の形態の光源装置は、自動調光モードにおいて、画像処理装置との接続が何らか
の理由によって断線した場合、例えば画像処理装置と光源装置との接続が不完全である場
合、画像処理装置の電源をオフにした場合、裸眼観察を行うため内視鏡と画像処理装置が
接続されていない場合などに、照明光を所定の光量に制御することができるようにしたも
のである。これにより、観察に必要な最低限の光量の確保と、過剰な照明光による画像の



(4) JP 4315952 B2 2009.8.19

10

20

30

40

50

ハレーション、及び発熱を防止することができるようにしたものである。
【００１３】
　まず、本実施の形態の内視鏡システムの基本的な構成を説明する。　
　図１は、内視鏡システムの概略的な構成図である。図１に示すように、内視鏡システム
１は、入射可能な最大光量がそれぞれ異なる複数の内視鏡２と、コネクタ１０を備える画
像処理装置であるビデオプロセッサ３と、コネクタ１１を備える光源装置４と、モニタ５
とを有する。
【００１４】
　内視鏡２は、細長の挿入部を備え、図示しないライトガイドファイバが内挿されており
、挿入部の先端部に、レンズ１２と、撮像素子としての電荷結合素子（以下、ＣＣＤと略
記）１３とを有する。ビデオプロセッサ３は、図示しない種々の画像処理装置を有する。
光源装置４は、接続検出手段、第１の接続検出手段、第２の接続検出手段、内視鏡検出手
段、及び照明光制御手段としての制御部１５と、スイッチングレギュレータ１６と、メイ
ンランプ１７と、ターレット１８と、絞り１９と、減光ターレット２０と、モータ２１と
、モータ２２と、モータ２３と、スペアランプ２４と、内視鏡検出部２５と、フロントパ
ネル２６とを有する。
【００１５】
　内視鏡２は、コネクタ１０を介してビデオプロセッサ３と接続され、さらに、コネクタ
１４を介して光源装置４にも接続される。ビデオプロセッサ３は、コネクタ１１を介して
光源装置４に接続され、さらに、モニタ５に接続される。
【００１６】
　内視鏡２がコネクタ１４を介して光源装置４に接続されると、内視鏡検出部２５は、内
視鏡検出信号を制御部１５に出力する。本実施の形態においては、内視鏡検出部２５は、
内視鏡２の接続部分の形状を、複数の図示しないフォトセンサにより検出し、内視鏡２の
接続部分の形状に応じた内視鏡検出信号を出力する。なお、内視鏡２を検出する手段とし
て、例えばＩＤ情報等が記憶されたマイクロチップ等を内視鏡２に備え、光源装置４がそ
のＩＤ情報を読み出すといった手段でも良い。
【００１７】
　また、光源装置４が有するフロントパネル２６は、操作者が操作することによって、光
源装置４を操作することができる。このフロントパネル２６には、操作手段としての図示
しない各種スイッチ類、及び各種表示装置が配置されている。これら各種スイッチ類の中
には、例えば調光モード切替スイッチ、輝度設定スイッチ、及び光量設定スイッチがある
。
【００１８】
　調光モード切替スイッチは、光源装置４を自動調光モード、もしくは手動調光モードに
切り替えるためのスイッチである。また、輝度設定スイッチは、自動調光モードにおいて
目標とする輝度を設定するスイッチであり、光源装置４は、観察画像が常に設定された輝
度になるように自動で光量の制御を行う。光量設定スイッチは、目標とする光量を設定す
るスイッチであり、手動調光モードの場合、光源装置４は、設定された光量を常に発生さ
せるように制御を行う。そして、フロントパネル２６は、操作者の操作入力に対応した操
作信号を制御部１５に出力する。
【００１９】
　制御部１５は、入力された操作信号に基づいて光量を制御するための種々の制御信号を
光源装置４の各部に出力する。この制御信号の出力についての詳細は後述する。また、制
御部１５は、コネクタ１１と、スイッチングレギュレータ１６と、モータ２１と、モータ
２２と、モータ２３と、内視鏡検出部２５と、フロントパネル２６とに接続されている。
【００２０】
　スイッチングレギュレータ１６は、入力した電圧を高速にＯＮ／ＯＦＦ（スイッチング
）してパルスに変換し、このパルスを平滑して安定した直流電圧を得る方式の電源安定装
置である。このスイッチングレギュレータ１６は、メインランプ１７、及びスペアランプ
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２４と接続される。
【００２１】
　メインランプ１７は、通常の観察において用いられる明るいランプ、例えばキセノンラ
ンプなどのランプである。このメインランプ１７は、後述するように、照明光がターレッ
ト１８、絞り１９、及び減光ターレット２０を通過するように配置される。
【００２２】
　スペアランプ２４は、メインランプ１７に不具合が生じたときに使用するランプであり
、メインランプ１７と比べて比較的暗いランプ、例えばハロゲンランプなどである。この
スペアランプ２４は、観察が可能な最低限の光量を発光する。このスペアランプ２４は、
ターレット１８上に配置される。
【００２３】
　ターレット１８は、円盤形状であり、例えば通常光フィルタ、蛍光観察用フィルタなど
の複数のフィルタを有する。これらの複数のフィルタは、ターレット１８上の同心円の円
周上に並べて配置される。このターレット１８の中心にはモータ２１が接続される。モー
タ２１は、制御部１５から入力された制御信号に基づいて回転し、メインランプ１７にお
いて発生した照明光がいずれか一つのフィルタを通過するようにターレット１８を動作さ
せる。
【００２４】
　また、絞り１９は、照明光の通過量を変化させるように開閉することによって、ターレ
ット１８を通過した照明光が、内視鏡２のライトガイドに入射する光量を制御する。この
絞り１９の開閉の程度を表す開度値は、絞り１９に接続されたモータ２２によって制御さ
れ、モータ２２は、制御部１５から入力した制御信号に基づいて動作する。
【００２５】
　そして、減光ターレット２０は、円盤形状であり、それぞれ減光率が異なる複数種類の
減光メッシュフィルタを有する。この減光ターレット２０の中心には、モータ２３が接続
される。モータ２３は、制御部１５から入力された制御信号に基づいて回転し、絞り１９
を通過した照明光がいずれか一つの減光メッシュフィルタを通過するように減光ターレッ
ト２０を回転させる。
【００２６】
　具体的には、この減光メッシュフィルタは、光源装置４に接続される内視鏡２の種類、
すなわち内視鏡２のライトガイドファイバに入射可能な最大光量に対応した減光率をそれ
ぞれ有する。制御部１５は、内視鏡検出部２５から出力された内視鏡検出信号に基づいて
、内視鏡２に対応した減光メッシュフィルタを照明光が通過するような制御信号をモータ
２３に出力する。つまり、絞り１９が全開になった場合でも、メインランプ１７において
発生した照明光の全光量は、減光ターレット２０によって、接続された内視鏡２の入射可
能な最大光量までしか内視鏡２に入射することがない。
【００２７】
　このようにして内視鏡２のライトガイドファイバに入射した照明光は、内視鏡２の挿入
部の先端部からレンズ１２を介して被写体に照射される。照明された被写体からの反射光
は、内視鏡２の挿入部の先端部に配置されたＣＣＤ１３によって撮像される。その撮像信
号は、内視鏡２がコネクタ１０を介して接続されたビデオプロセッサ３に入力される。
【００２８】
　ビデオプロセッサ３は、図示しない画像処理装置を有しており、入力された撮像信号に
画像処理を行い、画像信号をモニタ５に出力する。また、ビデオプロセッサ３は、画像信
号から画像の明るさに関する情報としての輝度信号を抽出し、この輝度信号を光源装置４
のコネクタ１１を介して制御部１５に出力する。
【００２９】
　ここで、手動調光モードが設定されている場合、制御部１５は、入力された輝度信号に
は関係なく、フロントパネル２６から操作入力されて設定された光量になるように絞り１
９を動作させるモータ２２の制御信号をモータ２２に出力する。
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【００３０】
　一方、自動調光モードが設定されている場合、制御部１５は、ビデオプロセッサ３から
入力される輝度信号が、フロントパネル２６から操作入力されて設定された輝度になるよ
うに光量を制御する。制御部１５は、絞り１９を動作させるモータ２２の制御信号をモー
タ２２に出力する。つまり、制御部１５は、輝度信号が示す輝度が設定された輝度より低
ければ、絞り１９を開き、輝度信号が示す輝度が設定された輝度より高ければ、絞り１９
を閉じるように動作させる制御信号を出力する。
【００３１】
　以上説明したように、内視鏡システム１は、光源装置４において発生した照明光を被写
体に照射することによって、被写体を観察することができる。また、自動調光モードが設
定されたときには、観察画像の輝度に基づいて、照明光量を制御することができる。手動
調光モードが選択されたときには、フロントパネル２６によって、操作者が照明光を所望
の光量に制御することができる。
【００３２】
　ここで、本実施の形態の特徴である、自動調光モードにおいて、内視鏡とビデオプロセ
ッサとが未接続である場合、もしくは、ビデオプロセッサと光源装置とが未接続である場
合に、光量を所定の値にする光量制御処理に関する構成を以下に説明する。本実施の形態
における未接続とは、例えば何も接続されていない場合、接続が不完全である場合、電源
がオフにされている場合、接続が外れた場合、ケーブルもしくはコネクタ内において断線
が起きた場合など、装置間の信号の通信が正常に行われない状態のことを示す。
【００３３】
　第１の接続検出手段としての制御部１５は、コネクタ１０における内視鏡２とビデオプ
ロセッサ３との接続状態を検出する。本実施の形態においては、ビデオプロセッサ３から
制御部１５に所定の信号が入力するか否かということから接続状態を検出する。この所定
の信号を第１の接続信号とする。コネクタ１０における接続状態は、光源装置４の電源が
オンにされると、常に監視されるものである。
【００３４】
　また、同様に、接続検出手段、及び第２の接続検出手段としての制御部１５は、コネク
タ１１におけるビデオプロセッサ３と光源装置４との接続状態を検出する。本実施の形態
においては、ビデオプロセッサ３から制御部１５に所定の信号が入力するか否かというこ
とから接続状態を検出する。この所定の信号を第２の接続信号とする。このコネクタ１１
における接続状態は、光源装置４の電源がオンにされると、常に監視されるものである。
上述した第１、及び第２の接続検出信号については後述する。
【００３５】
　なお、例えば、ビデオプロセッサ３は、電源電圧の供給状況を判定することによって、
ビデオプロセッサ３が接続されたかどうかを検出するようにしても良い。
【００３６】
　自動調光モードにおいて、コネクタ１０、及びコネクタ１１のどちらか一つが未接続で
ある場合、すなわち、ビデオプロセッサ３からの輝度信号が入力されなくなる場合、制御
部１５は、絞り１９を動作させ、照明光を所定の光量に制御する。つまり、絞り１９の開
度値を所定の値に固定する。
【００３７】
　また、上述した所定の光量とは、観察することができる最低限の照明光量である。この
所定の光量は、本実施の形態においては、絞り１９の開度値の最大値のほぼ半分の開度値
（以下、絞り半開値と記す）によって達成される。また、本実施の形態において、この絞
り半開値による光量は、スペアランプ２４とほぼ同程度の明るさになるものとする。
【００３８】
　上述したように、内視鏡２は、それぞれ入射可能な最大光量が異なり、減光メッシュフ
ィルタは、接続された内視鏡２によってそれぞれ減光率が異なる。そのため、絞り半開値
は、それぞれの内視鏡２に対応する減光メッシュフィルタの減光率を勘案して設定されて
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いる。制御部１５は、内視鏡２の種類に応じた複数の絞り半開値を予め記憶している。
【００３９】
　なお、手動調光モードにおいては、コネクタ１０、及びコネクタ１１のどちらか一つが
未接続である場合でも、光量の制御は手動で行うため影響はない。
【００４０】
　このように、内視鏡システム１は、自動調光モードにおいて、内視鏡２とビデオプロセ
ッサ３とが未接続である場合、もしくは、ビデオプロセッサ３と光源装置４とが未接続で
ある場合に、光量を所定の値にすることができる。
【００４１】
　さらに、上述した光量制御に関する構成を図２、及び図３を用いて詳細に説明する。　
　図２は、光量制御に関する構成と、信号の流れの例の説明図である。図２に示すように
、制御部１５は、ＭＰＵ（Ｍｉｃｒｏｐｒｏｃｅｓｓｏｒ　Ｕｎｉｔ）３０と、絞り制御
部３１と、デジタルアナログ変換回路（以下、Ｄ／Ａと略記）３２と、絞りモータ駆動回
路３３とを含んで構成される。
【００４２】
　上述したように、制御部１５には、内視鏡検出信号である信号ＳＣ＿ＳＥＮＣＥ、及び
輝度信号である信号ＥＥが入力される。また、制御部１５は、内視鏡２とビデオプロセッ
サ３とが接続されている場合、ビデオプロセッサ３から第１の接続信号としての信号ＣＶ
＿ＳＣが入力される。同様に、ビデオプロセッサ３と光源装置４が接続されている場合、
ビデオプロセッサ３から第２の接続信号としての信号ＣＶ＿ＣＯＮＮＥＣＴが入力される
。
【００４３】
　信号ＥＥは、制御部１５のＭＰＵ３０に入力される。この信号ＥＥは、画像信号から抽
出された輝度に応じた値を持つ。ＭＰＵ３０は、この信号ＥＥに基づいて、信号Ｄ＿ＤＡ
ＴＡを絞り制御部３１に出力する。この信号Ｄ＿ＤＡＴＡは、自動調光モードの場合、Ｍ
ＰＵ３０が信号ＥＥと、フロントパネル２６において設定された目標とする輝度とに基づ
いた、絞り１９の開度値を示す信号である。手動調光モードの場合、信号Ｄ＿ＤＡＴＡは
、フロントパネル２６において設定された光量を発生させるための絞り１９の開度値を示
す信号である。
【００４４】
　また、同時に、現在設定されている調光モードが、手動調光モードか、自動調光モード
かということを表す信号Ａ＿Ｍを絞り制御部３１に出力する。この信号Ａ＿Ｍは、自動調
光モードの場合、ハイ（例えば「１」）の値を持ち、手動調光モードの場合、ロー（例え
ば「０」）の値を持つ。
【００４５】
　絞り制御部３１には、信号Ｄ＿ＤＡＴＡ、信号Ａ＿Ｍ、信号ＣＶ＿ＳＣ、信号ＣＶ＿Ｃ
ＯＮＥＣＣＴ、及び信号ＳＣ＿ＳＥＮＣＥが入力される。信号ＳＣ＿ＳＥＮＣＥは、接続
された内視鏡２に固有の値を持つ。
【００４６】
　内視鏡２とビデオプロセッサ３とが接続されている場合、信号ＣＶ＿ＳＣは、絞り制御
部３１に入力され、ＣＶ＿ＳＣは、ハイ（例えば「１」）の値を持つ。接続されていない
場合、信号ＣＶ＿ＳＣは、絞り制御部３１に入力しない。つまり、信号ＣＶ＿ＳＣは、ロ
ー（例えば「０」）の値を持つ。
【００４７】
　同様に、ビデオプロセッサ３と光源装置４が接続されている場合、信号ＣＶ＿ＣＯＮＮ
ＥＣＴは、絞り制御部３１に入力され、ハイ（例えば「１」）の値を持つ。接続されてい
ない場合、信号ＣＶ＿ＣＯＮＮＥＣＴは、絞り制御部３１に入力しない。つまり、信号Ｃ
Ｖ＿ＣＯＮＮＥＣＴは、ロー（例えば「０」）の値を持つ。
【００４８】
　絞り制御部３１は、入力された信号に応じて、信号ＤＲＶ ＿ＤＡＴＡと信号ＡＵＴＯ
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＿ＭＡＮＵを出力する。信号ＤＲＶ ＿ＤＡＴＡは、絞り１９を動作させるモータ２２の
駆動信号である。信号ＡＵＴＯ＿ＭＡＮＵは、絞りモータ駆動回路３３が有する手動調光
回路、もしくは自動調光回路のどちらか一つを選択する信号である。この手動調光回路は
、絞り１９の開度値をある特定の値に固定する場合に用いられる。一方、自動調光回路は
、絞り１９の開度値がＭＰＵ３０によって制御される場合に用いられる。自動調光回路が
使用される場合、信号ＡＵＴＯ＿ＭＡＮＵは、ハイ（例えば「１」）の値を持ち、手動調
光回路が使用される場合、信号ＡＵＴＯ＿ＭＡＮＵは、ロー（例えば「０」）の値を持つ
。
【００４９】
　これら信号ＤＲＶ ＿ＤＡＴＡと信号ＡＵＴＯ＿ＭＡＮＵの出力は、入力された信号に
応じて決められる。図３に、絞り制御部３１における入力信号と、出力信号との関係表を
示す。
【００５０】
　信号ＣＶ＿ＣＯＮＮＥＣＴがロー、つまり、ビデオプロセッサ３と光源装置４が未接続
の場合、信号ＣＶ＿ＳＣは、ビデオプロセッサ３と光源装置４が接続されていないため、
制御部１５には入力しない。
【００５１】
　このとき、信号Ａ＿Ｍがハイ、つまり、自動調光モードである場合と、信号Ａ＿Ｍがロ
ー、つまり、手動調光モードである場合の二つの場合がある。
【００５２】
　まず、信号Ａ＿Ｍがハイ、つまり、自動調光モードである場合、絞り制御部３１から出
力される信号ＤＲＶ ＿ＤＡＴＡは、絞り半開値となり、絞り１９の開度値を所定の値に
するため、信号ＡＵＴＯ＿ＭＡＮＵは、ローにして、手動調光回路が用いられる。
【００５３】
　一方、信号Ａ＿Ｍがロー、つまり、手動調光モードである場合、絞り制御部３１から出
力される信号ＤＲＶ ＿ＤＡＴＡは、フロントパネル２６によって設定された信号Ｄ＿Ｄ
ＡＴＡとなる。また、手動調光モードであるため、信号ＡＵＴＯ＿ＭＡＮＵは、ローにし
て、手動調光回路が用いられる。
【００５４】
　次に、信号ＣＶ＿ＣＯＮＮＥＣＴがハイ、つまり、ビデオプロセッサ３と光源装置４が
接続されている場合は、信号ＣＶ＿ＳＣがハイ、つまり、内視鏡２とビデオプロセッサ３
が接続されている場合と、信号ＣＶ＿ＳＣがロー、つまり、内視鏡２とビデオプロセッサ
３が未接続である場合の二つの場合がある。
【００５５】
　まず、信号ＣＶ＿ＳＣがロー、つまり、内視鏡２とビデオプロセッサ３が接続されてい
ない場合、信号Ａ＿Ｍがハイ、つまり、自動調光モードであると、信号ＤＲＶ ＿ＤＡＴ
Ａは、絞り半開値となる。
【００５６】
　また、逆に、信号Ａ＿Ｍがロー、つまり、手動調光モードであると、信号ＤＲＶ ＿Ｄ
ＡＴＡは、フロントパネル２６によって設定された信号Ｄ＿ＤＡＴＡとなる。また、どち
らの場合も、絞り１９の開度値を所定の値にするため、信号ＡＵＴＯ＿ＭＡＮＵは、ロー
である。
【００５７】
　一方、信号ＣＶ＿ＳＣがハイ、つまり、内視鏡２とビデオプロセッサ３が接続されてい
る場合、つまり、すべてが接続されている状態の場合、信号Ａ＿Ｍがハイ、つまり、自動
調光モードであると、信号ＤＲＶ ＿ＤＡＴＡは、信号Ｄ＿ＤＡＴＡとなり、絞り１９の
制御も自動となるため、信号ＡＵＴＯ＿ＭＡＮＵは、ハイである。
【００５８】
　また、逆に、信号Ａ＿Ｍがロー、つまり、手動調光モードであると、信号ＤＲＶ ＿Ｄ
ＡＴＡは、絞り制御部３１から出力される信号ＤＲＶ ＿ＤＡＴＡは、フロントパネル２
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６によって設定された信号Ｄ＿ＤＡＴＡとなる。また、絞り１９の開度値を所定の値にす
るため、信号ＡＵＴＯ＿ＭＡＮＵは、ローである。
【００５９】
　このようにして、絞り制御部３１は、信号ＤＲＶ＿ＤＡＴＡ、及び信号ＡＵＴＯ＿ＭＡ
ＮＵを決定し、出力する。
【００６０】
　絞り制御部３１から出力された信号ＤＲＶ＿ＤＡＴＡは、Ｄ／Ａ３２に入力し、デジタ
ル信号からアナログ信号に変換され、信号ＥＥＶとなる。信号ＥＥＶは、絞りモータ駆動
回路３３に入力する。
【００６１】
　絞りモータ駆動回路３３は、上述したように自動調光用駆動回路と、手動調光用駆動回
路とを有しており、入力された信号ＡＵＴＯ＿ＭＡＮＵによってどちらか一つの駆動回路
が選択される。そして、選択された駆動回路は、入力された信号ＥＥＶによって駆動して
モータ２２を動作させ、絞り１９の開度値を制御する。
【００６２】
　以上説明したように、内視鏡２とビデオプロセッサ３の間、もしくはビデオプロセッサ
３と光源装置４の間に接続不良が生じたときには、光源装置４は、照明光を接続された内
視鏡２の種類に応じた所定の光量にすることができる。それにより、内視鏡システム１は
、接続不良時にも、観察に必要な最低限の光量の確保と、過剰な照明光の照射による画像
のハレーション、及び発熱を防止することができる。
【００６３】
　なお、本実施の形態において、ターレット１８に複数のフィルタを設けているが、照明
光がこれらのフィルタを通過すると、光量が減少することがある。そのため、照明光が通
過するターレット１８上のフィルタに応じて、減光ターレット２０の減光メッシュフィル
タも選択することができるようにしても良い。
【００６４】
　また、本実施の形態においては、所定の光量に調節する手段として、絞り１９の開度値
の制御を用いたが、メインランプ１７に供給する電力を制御するようにしても良い。
【００６５】
　また、本実施の形態において、コネクタ１０、及びコネクタ１１における接続状態は、
ビデオプロセッサ３から制御部１５に入力する信号ＣＶ＿ＳＣ、及びＣＶ＿ＣＯＮＮＥＣ
Ｔの値によって検出していたが、コネクタ１０、及びコネクタ１１が接続状態を検出し、
信号ＣＶ＿ＳＣ、及びＣＶ＿ＣＯＮＮＥＣＴを出力するようにしても良い。
【００６６】
　ところで、本実施の形態における光源装置４は、フロントパネル２６に光源装置４の電
源がオンであることを示す発光ダイオード（以下、ＬＥＤと略記）を有している。以下に
、フロントパネル２６の構成について図を用いて説明する。　
　図４に、フロントパネル２６の概略的な外観図を示す。フロントパネル２６には、ＬＥ
Ｄ部５１と、電源スイッチ５２と、内視鏡接続部５３と、操作スイッチ部５４とが配置さ
れている。
【００６７】
　ＬＥＤ部５１は、フロントパネル２６の内面側にＬＥＤ基板５５、ＬＥＤ基板５５に実
装されるＬＥＤ５６、及びＬＥＤカバー５７を有する。ＬＥＤ５６は、電源スイッチ５２
が押され、光源装置４の電源がオンになると点灯する。内視鏡接続部５３は、内視鏡２を
接続する接続端子部である。さらに、操作スイッチ部５４は、光源装置４を操作するため
の各種スイッチ類が配置されている。
【００６８】
　次に、ＬＥＤ部５１について説明する。　
　図５は、ＬＥＤ基板の概略的な外観図である。図５に示すようにＬＥＤ基板５５は、Ｌ
ＥＤ５６が実装されている。また、ＬＥＤ基板５５は、フロントパネルに取り付けるため
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【００６９】
　続いて、図６に、ＬＥＤカバーを装着したＬＥＤ基板の概略的な外観図を示す。　
　図６に示すように、ＬＥＤ５６の全体を覆うように、ＬＥＤカバー５７が配置される。
ＬＥＤカバー５７は、ＬＥＤ５６を覆う部分である頭部５７ａと、頭部５７ａ以外の部分
である脚部５７ｂとから構成される。このＬＥＤカバー５７は、ＬＥＤ基板５５の孔６０
Ａ、及び孔６０Ｂを塞ぐことがないような形状である。また、ＬＥＤカバー５７は、樹脂
により構成され、電気的な外来ノイズの混入を防ぐことができる。
【００７０】
　さらに、図７に、ＬＥＤ部の概略的な断面図を示す。　
　図７に示すように、フロントパネル２６の内面側には、二つの突起が形成されている。
この二つの突起の一方の先端には、さらに小さな突起が形成され、ＬＥＤ基板５５の孔６
０Ａと嵌合する。他方の突起には、ねじ穴が形成されており、ＬＥＤ基板５５の孔６０Ｂ
と、ビス５８により螺合される。
【００７１】
　このようにして固定されたＬＥＤ基板５５に実装されているＬＥＤ５６は、フロントパ
ネル２６と、ＬＥＤ基板５５との間に位置する。また、フロントパネル２６のＬＥＤ５６
が対向する位置には、ＬＥＤ５６の光をフロントパネル２６の外面側に取り出すための孔
が設けられている。この孔は、ＬＥＤカバー５７の頭部５７ａが嵌合するような位置に配
置される。
【００７２】
　ＬＥＤカバー５７の頭部５７ａの断面は、半球上に形成され、頭部５７ａとＬＥＤ５６
との間には、内部空間を有するような形状となっている。また、ＬＥＤカバー５７の脚部
５７ｂは、ＬＥＤ５６の外周面に嵌合するようになっている。このＬＥＤカバー５７は、
ＬＥＤ５６からの光が、フロントパネル２６の外面側の様々な角度からでも視認できるよ
うな構造となっている。
【００７３】
　なお、本発明は前述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変更し
ない程度に改変が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】実施の形態に係る、内視鏡システムの概略的なブロック構成図である。
【図２】実施の形態に係る、光量制御に関する概略的な構成と、信号の流れについての説
明図である。
【図３】実施の形態に係る、絞り制御部における入力信号と出力信号との関係表である。
【図４】実施の形態に係る、フロントパネルの概略的な外観図である。
【図５】実施の形態に係る、ＬＥＤ基板の概略的な外観図である。
【図６】実施の形態に係る、ＬＥＤカバーを装着したＬＥＤ基板の概略的な外観図である
。
【図７】実施の形態に係る、ＬＥＤ基板を取り付けたフロントパネルの断面図である。
【符号の説明】
【００７５】
１　　内視鏡システム、２　　内視鏡、４　　光源装置、１０　コネクタ、１１　コネク
タ、１２　レンズ、１３　ＣＣＤ、１４　コネクタ、１６　スイッチングレギュレータ、
１７　メインランプ、１８　ターレット、２０　減光ターレット、２４　スペアランプ、
２６　フロントパネル、５１　ＬＥＤ部、５２　電源スイッチ、５３　内視鏡接続部、５
４　操作スイッチ部、５５　ＬＥＤ基板、５７　ＬＥＤカバー、５８　ビス、６０Ａ　孔
、６０Ｂ　孔
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